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	クモと　なかよく　お
	を　する。
	かんたんな
	ゆうで　ぼうけんに　でる。
	山の　おくの
	に　おばけが　すんでいる。
	あした　うちゅうじんが　あそびに
	る。
	日は　ユーフォ―にのる。
	すいかを　わる
	の　カサ。
	はらで　きょうりゅうが　ねている。
	ぼくの
	だちは　カブトムシだ。
	二ねんせい　かんじプリント（よみ）
	になると　クレヨンが　おはなしする。
	を　あけると　そこは　うみだった。

